
      

 
 
 
【社会保障以外の歳出目標】  
【歳入目標】  

医療制度のあり方について～制度存続のための公的給付費の効率化・重点化～（概要）  
2005 年 5 月 17 日  

（社）日本経済団体連合会

≪個別目標のＰＤＣＡ≫  

計画の策定・実行
達成度合いの評価・分析

翌年の施策への反映  

≪例≫  
【平均在院日数の短縮】  
【病床数の適正化】  
【外来受診回数の適正化】  
【薬剤費の適正化】・・・等  

Ⅳ.各制度内の個別目標設定 

・ 2010 年代初めにプライマリーバランスの黒字化達成 

・ 将来の潜在的国民負担率を高くても 50％程度に抑制 

Ⅰ.中長期目標 

Ⅱ.政府全体の財政目標設定

【社会保障目標】

 
 

【年金制度の目標】  
【介護制度の目標】  

Ⅲ.各制度の目標設定 

【医療制度の目標】

＜個別目標と実施計画のイメージ＞  ≪中長期目標の設定と実行≫  

社会保障制度  
 ・経済社会の基盤の上に成り立つ制度  
・国民相互の支援により成り立つ制度  

制度の持続可能性への危惧  成果が不十分なこれまでの施策  

抜本的対策の必要性  
経済と整合的な目標値を定

め、公的給付費の効率化・

重点化を目指す  

自助努力を基礎とする社会の実現  
【中長期目標の設定】  

≪基本的な考え方≫  

一定の経済前提  
  ↓  
マクロ試算  

≪基盤整備≫  

① 保 険 者 機 能

の発揮・強化

③ 目 標 と 整 合

的 な 提 供 体

制づくり  

② 医 療 の 標 準

化の促進  
④ 情 報 基 盤 の

確実な整備  
⑤ 厚 生 労 働 省

の 責 任 体 制

の確立  

◇平均在院日数の短縮
　 ≪現状≫ ≪目標≫ ≪目標低減額≫

　2010年までに○日に低減 ○○兆円
　2015年までに○日に低減 ○○兆円

・入院費包括払い化の拡大
≪目標≫2006年：入院医療費の○％ → 2007年：○％ ・・・ → 2010年：○％
・食費・居住費の自己負担化
≪目標≫○○○○年までに実施
・医療機関等の連携の強化
≪目標≫連携パス利用率　2006年：○％ → 2007年：○％ ・・・ → 2010年：○％
・病院病床の機能分化
≪目標≫2006年：急性期病床○万床、回復期・亜急性期病床○万床、慢性期病床○万床

　 → 2010年：急性期病床○万床、回復期・亜急性期病床○万床、慢性期病床○万床

　　・・・等

◇病床数の適正化
　 ≪現状≫ ≪目標≫ ≪目標低減額≫

○○年までに一般病床○割減、療養病床○割減 ○○兆円

・病院病床の機能分化
・療養病床数と介護保険施設の入所定員の適正化
・薬剤費の適正化
　　・・・等
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　　効率化・重点化策

国民

各施策を実施する責任主体の明確化

国 地方公共団体 保険者 医療機関

取り組み状況の公表

国民

各施策を実施する責任主体の明確化

国 地方公共団体 保険者 医療機関

取り組み状況の公表


